
　新しい年を迎え、幼稚園・小学校ともに子どもたちは元気に３学期をスタートしました。年明けの地震で
は心配もありましたが、幸い大きな被害はなく、日常の大切さを改めて感じる年明けとなりました。�
　３学期は一年のまとめの大切な時期です。市内ではインフルエンザが流行していますが、本校では今のと
ころ大きな広がりはありません。「やればできる」のスローガンのもと、最後まで子どもたちの
成長を支えてまいります。保護者・地域の皆さま、本年もご支援をお願いいたします。
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＜文責:加藤＞

　テレビ番組「はじめてのおつか
い」をご存知の方も多いと思いま
す。小さな子どもにとって、おつか

いはまさに大冒険です。元気に出発しても、いざとなると不安で泣き出したり、途中で立ち止
まったりする姿は、それがどれほど大きな挑戦であるかを物語っています。待つ親の側も、心配でたま
らない気持ちと「成長のためにやり遂げさせたい」という思いの間で揺れ動きます。そんな親子が不安
を乗り越え、再会したときの姿には、思わず胸が熱くなります。�
　私がこの番組でいつも感心するのは、子どもたちが重い荷物を運びながら「自分で自分を励まし」、
最後までやり抜こうとする姿です。この「自分を勇気づける力」は、子どもだけでなく、私たち大人が
何かに挑戦し、自分を大切にする上でも必要な
ことではないでしょうか。�
　３学期の始業式では、このお話をもとに、子
どもたちに「自分で自分を応援し勇気づけなが
ら、一歩ずつ進む力を伸ばしてほしい」という
願いを伝えました。�

　この“自分で自分を励ましながら前に進む力”を育てていくためには、家庭と学校がしっかりと手を取
り合って子どもを支えていくことが何より大切です。そのために心掛けたいのが、「傾聴・共感・並走」
の姿勢です。子どもの話を丁寧に聞き、思いを受け止め、自分で考え行動しようとする姿を、そっと見
守り支えることです。�
　子どもたちは学校生活の中で、友だちとのトラブルや学習の悩みなど、思い通りにいかない場面に出
会います。つらそうなわが子の姿を見ると「何とかしてあげたい」と思うのが親心ですが、そんな時こ
そ、少し間をおいて考えてみたいことがあります。それは、常に明るく笑っていることだけが“よい状
態”とは限らない、ということです。悲しみや悔しさを経験することも、子どもたちにとっては心が育
つ大切な過程です。例えば、喧嘩をして泣いて帰ってきたとき、大人がすぐに解決してしまえば、その
場は収まるかもしれません。しかし、それでは子どもが自ら考え、解決しようとする機会を奪うことに
もつながります。「どうすればよかったかな。」と一緒に考える時間をもつことで、子どもは少しずつ
人との関わり方や、つながりの作り方を学んでいきます。�
　私たち大人にできることは、「困らせないこと」ではなく、気持ちに寄り添い「よく頑張ったね」と
受け止めた上で、次の一歩を共に考えることです。その積み重ねが、困難を乗り越える力となります。 �
　今学期も、学校と家庭が同じ思いで子どもたちを見守り、その成長を共に喜び合える場でありたいと
願っています。　�

　喜楽会、地域の方、コミセンの皆さんにお世話になり、今年も
楽しく餅つき会をしました。園児と５年生が春に田植えをして、
秋に稲刈りをしてできた餅米を使いました。今年は昨年より収量

が多く、出来も良かったようです。サクランボ教室に参加した地域の乳幼児の子と幼稚園児、小学5年
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新年のスタートにあたり



生で餅をつき、丸めました。でき
たお餅はとても美味しかったで
す。年中の子達は昨年よりもたく
さん食べ大満足の様子でした。
（あまりの美味しさにおかわりが
止まらず5個食べた強者も！）近
年は家で餅をつくことは少なく、

やっても機械でするので、子どもたちにとって杵と臼で餅をつく経験はとても貴重です。はじめは地域の
方がお手本を見せてくださいました。いざ、自分でついてみると杵の重さに驚いていました。思うように
杵を振り下ろせず、臼の淵を叩いてしまう子もいて、みんなでワイワイ言いながら賑やかに楽しく餅つき
をすることができました。 
　子どもたちにとっては貴重な経験ができました。地元の田んぼで田植え、稲刈りをして、収穫したもち
米で餅つき、稲藁でしめ縄も作りました。この経験は子ども達のふるさとへの愛着につながります。コミ
セン、喜楽会、地域の皆さんには大変お世話になりありがとうございました。 

1月15日、朝山幼稚園にて今年度最後となる二園交流会を行いました。 みんな
で一緒に遊んだり、いま頑張っていることを発
表し合ったりと、充実したひとときを過ごすこ

とができました。 見慣れた顔ぶれではありますが、普段の倍近い人数が集
まるとあって、少し緊張した様子の子も見られました。それでも、同世代
のたくさんの友達に囲まれて遊ぶ時間は、子どもたちにとって格別な楽し
さだったようです。来年度の交流も今から待ち遠しいです。 

二園交流会

　２日(月)　さわやか週間(～6日) 
　　　　　  校内卓球大会(2日,3日,5～10日) 
　３日(火)　節分会(幼）  
　　　　　  新一年生保護者説明会(小) 
　４日(水)　代表委員会(小) 
　５日(木)　同和問題学習(6年）　　 
　６日(金)　避難訓練 
　８日(日)　親子清掃活動、お別れ会(幼) 
　９日(月)　社会科見学(3年)　※幼稚園は振替休業日 

１０日(火)　福祉学習出前講座(3年) 
１３日(金)　ペア読書(小)　なわとび集会⑤ 
１７日(火)　クラブ最終(小) 
１８日(水)　学習公開日 学級懇談 複式説明会 
　　　　　  親子活動(2年) 
　　　　　  稗原校運営理事•運営協議会 
１９日(木)　1日入園(幼) 
２０日(金)　遠足(幼)　スクールカウンセラー来校日 
２４日(火)　科学館学習(5年)　2月誕生会(幼) 
２５日(水)　PTA代議員会 
２６日(木)　6年生を送る会②③(小）

＜　　行事予定＞

　算数の時間、４年生の教室をのぞくと、子どもたちが新聞紙を広げて何や
ら一生懸命に作業をしていました。「１平方メートル」を体で感じてみよ
う、という学習です。床の上に新聞を並べ、辺の長さを測りながら形を整え

ていきます。ふと見ると、使っているのは１メートル物差しでも巻き尺でもなく、15㎝の小さな定規。
「これには担任なりのねらいがあるんだろうな」と、少し感心して眺めていました。 
　その中の一人の子の定規に目が留まりました。よく見ると、目盛りがところどころ薄くなり、消えかけ
ています。「どうしたの？」と聞くと、その子は何でもないことのように、「２年生のときから使ってる
から」と、さらり。 
　たったそれだけの一言でしたが、その擦れた定規を見ていると、毎日の勉強の時間、この定規を握って
線を引き、長さを確かめ、問題と向き合ってきた姿が自然と浮かんできました。特別なことを語らなくて
も、定規のほうが「この子、ちゃんと頑張ってきましたよ」と教えてくれているようでした。

教室の風景


